@ 故障すると 


異甫時の点検-処置 


ID まを上のごを意(資格必要) 



「ピッピッピッ、が障でず。 J と鳴りまず。 


♦親器.子器は約1時間ごとに煙横知部または熱検知部の自動試験 
を巧い、煙または熱び正常に検知できなくなると、故障警報音び 
鳴り作動灯(ホ)が点滅して、自動的に故障をお知5だしまず。 


故障警報動作 


故障警報音：「ピッピッピッ、故障です。」（音声)を 
3 回繰り返した後、約 40 砂おさに 
「ピッピッピッ」（警報音)が鳴る。 
fiU 上の音声と警報音の鳴動を約1時間 
、ごとに繰り返す。 



0主!•♦故障警報動作は連動 
しません。 

参故障状態では煙また 
は熱を検知でさず、 
火災警報動作をしま 
せん。ただし、他の 
部屋で火災を検知し 
た場合は、火災警報 
動作(連動動作)をし 
まず。 

•移報接点は出力しま 
せん。 


故障警報動作をした6 


♦施工店または点検契約店に連絡してください。 


故障警報音を停止ずるには 


♦警報停止ボタンを巧ずと、「ピッピッピッ、故障でず。 J が3回鳴 
り、その後約16時間故障警郁音が停止しまず。 

が乍動灯(赤)は点滅し続けまず。 

※故障警報音停止中に警報停止ボタンを押した場合は、故障警報 
音び鳴り、操作搜から再度、約1目時間故障警報音び停止します。 


警報び同時に発生した S … 

•下記の優先順位に基づいて、一番優先の高い警報;ッセージ 
び鳴動しまず。 

〇乂災警報 
@故障警報 
@電池切れ警報 
©電波異常警報 


@廃棄について 


不要となった親器-モ器や交換後の専用リチウム電池は、電池の 
透明フィルムをはがさず、コネクタ部分に絶縁性のあるテープな 
どを巻き、さ市町村で定め5れたち法に従って廃棄してくださし、。 


下記の点検-処置をしても異常がある場さは、施工店または点検契 
約店に相談してください。 



処 置 

乂災ではない 
のに火災警報 
動作をずる。 

または 

乂災警報動作 
が止ま5ない。 

殺虫剤やタバコの煙、調理 
の煙-惑気などび煙感知器 
にかかつていませんか？ 

室內の換気をしてください。 

煙検巧部にホコリなどがつ 
いていませんか？ 

煙検巧部のホコ U を取り除し、 
てください。 

おくに調理の熱や蒸気が補留 
していませんか？ 

熱-蒸気などを取り除いて< 
ださい。 

検知部に涯や熱などが残つ 
ていませんか？ 

検知部の煙や熱をラちわなど 
であおいで取り除いて< ださ 
い。 

「ピッ J 音が鳴 
り、作動な(ホ） 
が点滅ずる。 

警報停止ボタンを押して警 
報音(メッセージ)を確認し 
てぐださい。 

警報の種類(電池切れ警報/ 
電波異常警報/故障警報)に 
よって、し: TF の項目を参照し 
て < ださい。 

-►re .竜お切れになると J を照 
-► r 7 .電巧び届かな < なると J 
きお 

-►r 日.脚頃すると J 参照 

「ピッピッ J 音 
び鳴り、作動 
灯し前が点滅 
ずる。 

「ピッピッピッ」 
音が鳴り、作動 
口啸)が点滅 
ずる。 

作動灯(ホ)が 
約8砂おきに 
点滅を繰り返 
ず。 

作動な(赤)び 
連続点滅ずる。 

「ピッ、未登録 
でず。」と鳴る。 

— 

親器にモ器が登録されていま 
せん。施工店または点検契約 
店へ連結してください。 

「ピッピッピッ、 
しば5くお待ち 
<ださい。 J と 
鳴る。 

— 

親器 • モ器が通信姐理中でず。 
しばらく待ってか!5操作して 
<ださい。 

感知器び火災 
警報動作をし 
てし1るのに、 
接続機器が連 
動をしない。 

— 

感知器の移報接点端子部の異 
常、または移報信号線の断線 
です。施工店または点検契約 
店に連箱してください。 

接続機器の異常です。 

接続機器に付属の説明書、 

1 


警報時と警報音停止時の動作について 



巧が兄の唐な器 

連動巧の感知器 

作動な咸） 

警報音 

作動な(ホ） 

警報音 

通 南 時 

消灯 

— 

消な 

— 

乂が警報動作時 

早い点滅 

火災警報音 

早い点滅 

义が警報音 

巧な]元で火災警報旨 
を停止させた場合 

消'灯 

— 

消な 

— 

連動巧で火災警報音 
を停止させた場合 

早い点滅 

乂災蓄報音 

消な 

— 

故障警報動作時 

早い点滅 

故障警報音 

連動先は善報動作 
しません。 

巧障警報音停止時 

早い点滅 

— 

電池切れ警報動作時 

遅い点滅 

電池切れ警報音 

電池切れ警報停止時 

遅い点滅 

— 

電波異常害報動作時 

遅い点滅 

電波異苗警報音 

遅い点減 

電波異ち警報音 

電波異常警報信止時 

遅い点滅 

— 

遅い点減 

— 


■化ずお守〇<ださい 


A 警告 

〇 

取り付け-取りはずし時などは足場を崔保し、 

を全に作業でさるよラに注意する。 

守5ないと、転倒-落下してケガをずるおそれびあ 

0ます。 

必ず守る 

電池は必ず接続ずる。 

電池び接続されていないと、機能しません。 

を 

電池は乂に投入したり、シヨートさせない。 

爆発したり、やけど、乂災になるおそれびあります。 


各部のなまえとはた5を慎格お動 


取付ベースのはずしち 



巧し付けなび5ちに回ず。 


:’注:.本体と取付べースを取りはずしたり、取り付けるときは 
本体のが周を持ってください。検知部を持つと、商品び 
破損するおそれがありまず。 


付属の専用リチウム電池接続用 



お手入れ方巧（資格必要) 


本体を取りはずしてお手入れしてください。また、取付部付近の天 
井面を掃除ずるときも本体を取りはずしてください。 


n 本な:を巧りはずす。 

-0 


煙検知部 



図は煙感知器の場合 
本体 

上に巧し付けなび5をに回す 


f 注’ I 本体の外周を持ってください。 
' 検知部を持つと、商品び破損 

するおそれがちりまず。 


百巧れやホコリを取る。 

巧に水または石けん水を浸し、よく絞ってから巧れやホコ U を 
取って < ださい。 

:‘ミ主‘••内部に水が浸入しないように注意してください。 

’ 故障の原因となりまず。 

•アルカリ性洗剤-塩素系漂白剤-ベンジン-シンナー 
および アルコールは 使わないでください。 

アルカ U ' 性洗剤などを使ったとさには、表面にキズや 
割れび発生ずる場合がありまず。 



回取口付ける。 

本体の位置合わせ マークと 取付 ベースの 位置をわせ マークを 
合わせてはめ込み、「カチン」 と 音びするまでちに回してくだ 
さい。 



ぺ^\ ♦本体の表面がよ<乾いてか5取り付けてください。 

I •ろ’ ♦検知部に異物(糸くず、水など)が残っていないか確認し 
てください。 

♦専用リチウム電池のリード線をはさみ込まないように 
ま意してください。 

♦移報信号線をはさみ込まないようにミ主意してください。 
( BGVV 吕吕428のみ） 


定期点巧のしかた慣格必動 


* 定期点巧を巧うには、消防設備±(甲種第4類-こ種第4類 ) 
または消防設厢点巧資格ちの資巧びが要でず。 

* ち期点巧の原には安全な場所へ避難ずるなど、义がに備 
えた訓練を巧って < ださい。 


〇巧知部を巧認ずる。 

ホコリやクモの巣が検巧部表面につくと煙や熱を検知しにくく 
なったり、誤動作の原因となりまず。ホコリがついていた場合 
は ri 3.お手入れ方法」の手順に従って取ってください。 

曰警報停止ボタンを約1砂間巧ず。 

♦操作した感知器か5「ピッ、テスト中でず。」が数回鳴り、その 
搜すべての感知器か5テスト結果を1分間お巧5せします。 
♦テスト中は作動な(ホ)び点滅しまず。 

♦移報接点は出力しません。 

♦いずれかの感知器で警報停止ボタンを巧すと、すべての感知器 
び鳴動停止しまず。 

♦警報;><ッセージの鳴動について確認したい場をは、手順回を 
実施してください。 


回警報停止ボタンを巧し続ける(約4秒な上)。 


.•ミお • BGW 224 吕8は接続機器の確認が必要なため、 
’イ■ち • 必ず実施して < ださい。 


•操作した感知器かピッ、 テスト 中です。」び]回鳴った後、 
乂災警報音「ビュー、ビュー、火事です。火事でず。」び鳴り、 
作動な(ホ)が点滅すれば正常です。 

•連動先を正常であれば、火災警報音「ビュー、ビュー、他の部屋 
で火事です。」が鳴り、作動な(ホ)び点滅します。 

•移報接点び出力しまず。 （ B 白 W 22428のみ） 

•警報停止ボタンをはなすと、すべての感知器び鳴動停止します。 


テスト結果 


ピッ、電池切れ 
でず。 


ピッピッ、電波が 
届をません。 


ピッピッ、電波が 
受信でをません。 


故障でず。 


何ちメッセージが 
鳴5ない 


処置ち法 


正常です。このままご使用になれます。 


電池切れび近<なっています。 

該当する磯器の専用 I 」チウム電池を2コとを 
交換してください。 


周辺ノイズの影響を受けて、電波び受信でさ 
ません。使巧環境を確認して影響している機 
器を移動させてください。または親器とすべ 
ての子器の周波数チヤンネルを変更してくだ 
さい。 


故障しています。 

すみやかに交換して < ださし、。 


専用 U チウム電池びはずれているか、故障し 
ている可能性びあります。専用 U チウム電池 
のコネクタを確認してください。差し込まれ 
ている場合は、すみやかに交換してください。 


動作機能と連動機能の確認をすると、下記項目について、 

異當などがないか確認できます。 


•煙検知部-熱検知部の異常 • 

•警報部(スピーカー)の異常 

•電池切れ • 

•連動機能の異常 

•電波異常 



凸電お交換期限を巧認ずる。 

♦電池交換期限は表面のラベルに記入していまず。 

•次回の定期点検前に電池交換期限を迎える攝合は、専用リチ 
ウム電池を2本とち交換してください。 


電波確認を行ラ場合 


•親器の r 電波確認ボタン」を巧して、親器と子器間で電波び届い 
ているかどラかの確認がでをまず。 

♦確認-処置ちまについては、施工説明書を参照してください。 


専用 U チウム電池の交換方法 


〇本体を取りはずず 
( ri 3.お手入れちま」 
参照)。 

@電池コネクタか6コネ 
クタを引き巧く。 



@新しい専用リチウム電池を人れる （ r 施て説明書」参照)。 


専巧リチクム電ミ也の品番： BGW 227172520 
(電池2 コ セット-電池交換期限ラベル付） 


専用リチウム電池（付属） 



:注}図の向きで電地を入れて 
ください。電池の向さび 
逆になると、白色のリー 
ド線の長さび足らず、断 
線するおそれびちります。 




-電池を入れる 


本体裏面 
(取付べースをはずした図） 



電池コネクタ 


©新しい電池交換期限ラベルに交換期限(交換曰より6年後 
の年ち）を記入して、商品本体に貼り付ける。 

:1 ま； •油性マジックで記入してください。 

•■' ラベルび表面加工されていまずので、ボールペンや 
鉛筆などでは記入でさません。 

♦(社）日本乂災報知機工業会において、煙感知器、 

熱感知器(半導体式)は10年が更新の目安とされて 
いまず。2回目の電池交換時には、商品交換をお勧 
めします。 


@「14.定期点巧のしかた」を参照して正常に動作ずること 
を確認ずる。 


Panasonic 


I 特定 ' J 、 規模巧設用 ] 

巧電なスボット型感知器2種 

(試験機能付）（無綜式.連動型薑巧儀能付.里ミせ式）（親お） 
就 BGW 22717 

巧電式スポット型感知お2種 

(試験お能巧)(無線式 • 連動型薑巧機能付‘耍ミ也な）（モ器） 
誦己 GW 22427 

巧電巧スポット型感知器2種 

(試臟能け）撫線す.連動型善纖能付.電池式. 

を巧接点付）（テ器） BGW 22428 

定温式スポット型感知器巧種65で 

(試お待能が)(無線式 • 連動型含巧な能付‘空池式）（テ器） 
s « BGW 22127 


〔取扱説明書） 


屋内専巧 


保管用 


施工説巧書別添付〕 



お買い上げいただを、まことにありびとラございます。 


参取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくを全にお使いください。 

ご使用前に r ま全上のごを意」を必ずお読みください。 


[ 化災警報び鳴ったら、まず現場を確認してください。 


义災の場合 


参]]9番などに通報する。 

♦避難誘導および、可能であれば初期消乂をする。 


义災でない場合 


♦発生原因びわかれば取り除く。 

♦発生原因不明のとをは点検契約店に連絡し、再発 
防止を施す。 


親器-テ器を交換ずる場合 


♦親器を交換する場合 

交換後、使用するずベてのテ器を再登録してください。 

•子器を交換する場合 

交換する前にテ器の登録を消去してください。 

交換後、使巧するすべてのモ器を再登録してください。 

:'ミ 主‘. ♦登録消去や再登録については、施工説明書を参照 
t ••‘ してください。 

•親器は必ず使用してください。 

♦また、故障した子器の電池を巧いて放置されると、 
親器から電波異常警報び鳴りまず。 

使用しない子器はおず登録を消去してください。 


〔連結巧一覽表]施工店や点検契約店など，記人されておくと便利でず。 


点検契約店 

TEL 

施工店 

TEL 

設備竣工 

年月 曰 


パナソニック株式会社システム機器ビジネスユニット 
〒51 4-8 5 5 5兰重県ま巿藤ち1668香地 
電話函〇 120-283338 fax 函 0120 -551626 

© Panasonic Corporation 2012 



















































































































































































































































♦取 0 扱いされる方 



ご巧用前 I 



IE ) 異常時の点巧•処置 


をお読みください。 


♦点巧-拖エされる方- 

(^^ 壬3みわお后■ 〜 り4乐-お耐如 1み TCT 

をお読みください。 


ごほ用前 I 


•この商品は煙または熱を検知して警報する磯能をもっています。 
•警報する機能ををっていますび火災の防止器ではありません。 
火災などによる損害については責任を負い兼ねますのでご了承 
<ださい。 

•この商品は電波法で認められた「ル電カセキュ1」ティシステム 
の無線局」です。 

参設置されているいずれかの親器-テ器が煙または熱を検巧する 
と、登録しているすべての親器-子器が鳴動して火災をお知ら 
せします。 



まを上のごミち意 


■必ずお巧〇<ださい 


A 警告 

0 

禁止 

警報部に耳を近づけて警報音を聞かない。 

聴力障害などの原因となるおそれがあ0ます。 


@使用上のごミ主意 


♦絶対に分解■改造しないでください。また、落下させたり衝撃 
をちえないでください。故障の原因となりまず。 

♦この商品は、煙検知部または熱検知部の異常などを検出して自 
動的に警報ずる機能ををっていまず。警報音や作動灯の点滅に 
ご注意ください（「8.故障すると」参照)。 

♦親器’テ器は、設置された部屋し U 列の場所で発生した煙または 
熱では検知しないことびありまず。 

♦殺虫剤（くん煙殺虫剤-加熱蒸散殺虫剤を含む ）が 
を使用ずる場合は、乂災警報動作をずるおそれ 
びありまずので、施工店または点検契約店へ連絡 * 

してください。 ^ 


•ライターなどの直义で熱検知部を温めないでください。 

故障の原因となりまず。 

♦曰頃、人の居ない部屋に取りイ寸ける場合は、警報音が聞こえる 
ことを確認してくだごい。 

また次のような場合は警報音び聞こえないことびあります。 

•襲を版巧して就寝した堤合 
•飲酒して就寝した場合 

•交通.ステレオ-テレビ.エアコンなどの騒音び大をい場合 
♦へッドホンなどを使用されていた場含 
•補聴器などを使用されていて耳が不自由な場合 

•電波(ノイ刀を頻繁に受けると、電池の消耗び早くなる場台び 
あります。 


おことね日 


•親器-子器は、総務省の技術基準に適をしています。 

商品に貼り付け5れている表示(霉マーク）は、その証明マーク 
です。表示マークの貼り付け5れている商品は総務大臣の許可無 
しに改造して使用することはでさません。 

改造すると法律により罰せ5れることびあります。 


定期点巧について 


感知器は、設置後の保守点検-維持管理がとちなって、はじめて 
正常な機能を発揮ずる商品でず。 

施工店または点検契約店と r 点検契約」を結んでください。 

♦点検は法律で義務づけられています 

消防関係法をでは、防火対象物の関係者(建物の所有者、管理者 
または占有者)は、定期点検の実施およびその結果を報告するよラ 
に定められています。点検の結果は維持台帳に記録し、定められ 
た期間ごとに消防長または消防署長に報告しなければなりません。 

■消防法施行規則第31条の6 

•点検は、消防用設備などの種類および点検内容により1年な巧で、消防 
庁長官び定める期間ごとに行ラ。 

•点検を巧った結果は、維持台帳に記録し、消防機関へ報告を行わなけれ 
ばならない。 

■点検 ■報告 


点おの内容およびちま 

点検の期間 

機器点検 

巨 力 月に1回 

総合点検 

1年に1回 


♦点検には資格が必要でず 

定期点検は、国び定値た資格者(消防設備点検資格者または消防 
設備±)び行ラよラ、法令で決め日れていまず。 


■消防法第17条の3の3 

•消防用設備の点検は、消防設備±または総務省令で定める資格ちに行わ 
せなければならない。 

♦りけソニック防災取扱店と点検契約」をおすすめします 

パナソニック防災取扱店などと r 点検契約」を結びますと、専門の 
知識-技術を持つ有資格者び定期的に訪問し、責任を持って感知 
器の点検をいたします。感知器の正常な機能を維持するたゆに、 
「点横契約」を結ばれることをおすすめします。 


る部のなまえとはた6を 


光電式スポット型感知器 
(煙感知器） 


親器 ( BGW 2271 7) 
子器 （ BGW 22427) 
子器 （ BGW 22428) 


警報停止ボタン/ 

作動な(ホ）（通常時：消灯） 
•警報音を停止させたり、点検 
時に使巧します。 

•警報時、点検時に点滅します。 


取付ベース 


種別ラベル 

•感知器の型式を示しまず。 
-ゴールド(試験機能付） 

■青(蓄積型） 

■•透明(吕衝 

、透明(種別の意ほはありません。） 




アンテナ 


電波確認ボタン(親器のみ） 

♦電波環境を確認ずるとさに使巧します 
(施工説明書参照)。 


煙巧知部 

•煙び流入し、火災 
を検知します。 

•警報部 

♦警報音び鳴ります。 


定温すスポット型感知器 
(熱感知器） 


子器 （ BGW 2212 7) 


警報停止ボタン/ 

作動灯(ホ）（通常時：消な） 
■警報音を停止させたり、点検 
時に使巧します。 

•警報時、点検時に点滅します。 


取付ベース 


種別ラベル 

•感知器の型式を示しまず。 
■ゴールド(試験機能付） 
■ゴールド(特種） 

•透巧(種別の意ほはあ0ません。） 




アンテナ 


警報部 

•警報音び鳴ります。 


熱巧知卽 

♦熱を検知します。 


■仕な 


種 別 

BGW 22717 -目 GW22427 • BGW22428 :光電式スポット型感知器 
BGW 22127 :定温式スポット型感知器 

型 式 

目 GW22717 - BGW 22427 - BGW 22428 : 

2種 (3V、300mA) -蓄積型(公称蓄積時間1日砂） 

巧防水型、再用型、散乱光式、無線式(発信用 • 受信用)、 

特定ル規模施設巧連動型警報磯能付、電池方式(兼用非常電源） 
BGW 22127 : 

特種 (3V、300mA) -公称作動温度目己で 
非防水型、再巧型、巧線式(発信用-受信用)、 

特定ル規模施設用連動型警報機能付、電洒方式(兼用非常電源） 

型式番号 

BGW 22717 :感第22〜]曰号 

BGW 22427 - BGW 22428 :感第22〜11号 

BGW 22127 ；感第22〜12号 

登録可能 
感知器 

己 G 邮22717に登録でさる感巧器： 

BGW 22427 - BGW 22127 - BGW 22428 

使用電池 

専用リチウム電池 

BGW 22717252 0(3V) (2 つ乂〇七ット品番） 


■仕樣 


電池寿命 

6年（則 

移報出力 
旧 GW 22428のみ） 

DC30V 己.己 A 

使用周波数 
/周波数設をスイッチ、 
、で選巧 ノ 

CH.1 C426.6625)MHz 

CH.3(42 目. 6875)MHz 

CH.5(426.7125)MHz 

CH.7(426.737 己) MHz 

整 

覇 

な 

声 

壁 

覇 

火が警報時 

巧が元：ビュー、ビュー、火事です。火事です。 

連動先：ビュー、ビュー、他の部屋で乂まです。 

電池切れ警報時 

「ビッ、電池切れでず。」（音声)を3回繰り返した後、 

約40秒おきに r ピッ」（警報音)び鳴動。（切上の音声 
と警報音の鳴動を約1時間ごとに繰り返す。） 

故障警報時 

「ピッピッピッ、故障でず。」（音声)を3回繰り返した 
後、約40砂おきに「ピッピッピッ」（警報音)び鳴動。 
化し L のち声と警報音の鳴動を約1時間ごとに繰り返ず。） 

電波異常警報時 

親器から r ピッピッ、電波び届をません。」（音声)、デ 
器から「ピッピッ、電波び受信でさません。」（音声)を 

3回繰り返した數約40砂おきに「ピッピッ」（警報音） 
び鳴動。 

(故上の音声と警報音の鳴動を約1時間ごとに繰り返ず。） 

乂災警報音量 

1|71にて7日(旧^|上 

送信出力 

lOmW 單驢 

電波の到達距離 
户使巧場所の環境に、 

1よ D 短<な0まず J 

親器〜テ器： 

障害物のない場所での水平見通し距離約1 00m 

寸 法 

約ゆ100 mm X約4已 mm (取付ベース含む） 

質 量 

(専用リチウム電あ含む） 

目 GW227 17 . 服 W224 巧' BGW22 127 :約180邑 
目 GW22428 ;約18巳呂 

使用周囲;豆度 

一 1日で〜十巳日む 

設置場所 

天井面 


※お客様のご使用廣境により巧くなる場合びあります。 


义災警報音を停止ずるには 


検知元で乂災警報音を止めた場合 


•警報停止ボタンを巧ずと、約己分間、ずべての親器-テ器の义災 
警報音を停止ずることびでさまず。 

•乂災警報音停止中(約己分間）に警報停止ボタンを巧した場をは、 
ボタンを巧している間操作した機器か5火災警報音び鳩ります。 



义災警報音停止中(約己分間)は、検知元では煙または熱を 
’••’検巧しても火災警報動作をしません。ただし連動先では、 

煙または熱を検知すると义災警報動作をしまず。 

※移報接点げ出力します。（巨 GW 22428のみ） 

•火災警報音を停止してから約已分後を煙または熱を検知している 
状態であれば、再び検知元では火災警報動作、連動先では連動警 
報動作をします。^^移報接点び出力します。（目白 W 22428のみ) 
•約5分後に煙または熱びなくなっていれば、自動的に通常の状態 
に戻ります。 

，•ミお•煙検知部の煙、または熱検知部の熱びなくなるまで、火災警 
乂 S ' 報動作および連動警報動作を繰り返しまず。 


@义災が巧生すると 



r ビュー、ビュー、义事です。义事でず。 J と鳴日ます。 


•煙または熱を検知ずると、义災警報音び鳴り作動丹(ホ)の点滅で、 
义災をお知らだしまず。 


連動巧で乂災警報音を止めた場合 


♦警報停止ボタンを巧すと、検知元 U (外の親器-デ器の火災警報音 
を約已分間停止することがでさます。 

(検知元は火災警報動作をし続けます。） 

♦火災警報音停止中(約已分間）に警報停止ボタンを巧した場含は、 
ボタンを巧している間操作した機器から火災警報音び鳴りまず。 


乂災警報動作 


义災警報音(検知元）： 
ビュー、ビュー、 

义事です。火事です。 


連動警報動作 


义災警報音(連動巧）： 
ビュー、ビュー、 

他の部屋で义事です。 



煙巧知部の煙、または熱検知部の熱がなくなれば、すべての親 
器*子器の火災警報動作-連動警報動作が止まり通常の状態に 
戻りまず。 ※移報接点の出力も停止します。旧 GW 22428の助 


义災警報動作をした5 


♦現場を確認して、11日番に通報ずるなど適切な処置をしてくだ 
さい。 


検知元 



※警報音び止まると、移報接点の 
出力も停止します。（巨 GW 22428のみ) 


•火災警報音を停止してから約日分後も検巧元が煙または熱を検巧 
している状態であれば、再び連動警報動作をします。 

※移報接点び出力します。旧 GW2242 日のみ） 

•検知元で約日分樓に煙または熱びなくなっていれば、自動的に通 
常の状態に戻ります。 

ベ煙検知部の煙、または熱検知部の熱がなくなるまで、連動警 
* 報動作を繰り返し、検知元では火災警報動作をしまず。 

•連動警報動作停止中に、連動先で煙または熱を検知した場含は、検 
知元では乂災警報動作をし、連動先では連動警報動作をします。 


义災ながでち下記のよ3な場合に义災警巧動作をずる 
ことびお0まず。 

室内の換気をずるなどして、火災警報動作の原因を取り除け 
ば义災警報動作は止まりまず。 


BGW 22717 - BGW 22427 - BGW 22428 


♦殺虫剤や化粧品などのスプレーび直接親器-テ器にかかった 
とを 

♦タバコや線香などの煙が親器-子器にかかったとを 
(ただし煙を吹をかけた程度では警報動作はしません） 

♦ くん煙式-加熱蒸散式の殺虫剤を使用したとさ 
♦調理の煙や蒸気などび親器-子器にかかったとを 
•親器’子器が結露したとを 
♦ホコリや虫（クモなど）び入ったとを 


BGW 22127 


♦レンジ-エアコン•ストーブなどの熱を検知したとさ 


巧 S 目接点について （ BGW 224 吕 S のみ) 


♦感知器の巧な接点端子に巧る害おブザーなどを接続して 
いる場台は、感知器び义災警巧中は巧巧接点び出力し続け、 
巧続機巧が連動しまず。 

※接続機器の鳴動時間などは接続機器側の説明書を参照ずる 
か、または販売店にお間い合わせください。 



@電池切れになると 



「ピッ、電池切れでず。 J と鳴りまず。 


•専用リチウム電池の電池電圧がほ下して電池寿命が近づくと、 
電池切れ警報音び鳴り作動な(ホ)び約8秒おきに点滅して、電池 
切れをお知らせしまず。 


※電池切れ警報は約1週間継続します。 

※電池寿命は6年を想定していますび、お客様のご使巧環境により短く 
なる場合びあります。 


電池切れ警報動作 


電池切れ警報音：「ピッ、電池切れです。」（音芦)を 
3回繰り返した後、約40秒おさに 
「ピッ」（警報音)が鳴る。 



L ソ上の音声と警報音の鳴動を、 
約1時間ごとに繰り返す 。 J 



:’ミを♦電池切れ警報動作 
'‘“ は連動しません。 
•移報接点は出力し 
ません。 


電池切れ警報動作をした S 


♦施工店または点検契約店に連播してくださし、。 


電池切れ警報音を停止するには 


•警報停止ボタンを巧ずと、「ピッ、電池切れでず。」が3回鳴り、 
そのを約16時間電池切れ警報音び停止しまず。 

※作動口(赤)は約8秒おきに点滅し続けまず。 

※電池切れ警報音停止中に警報停止ボタンを押した場をは、電池切 
れ警報音び鳴り、操作樓か5再度、約1目跨間電池切れ警報音び停 
止します。 


電波び届かな<なると 



r ピッピッ、電波が届きません。 J と鳴りまず。 


♦親器と子器間の電波が届くかどラかを確認ずるために約1曰に 
1回、自動的に電波確認を巧い、異常があった場合に電波異常警 
報としてお知らせしまず。 


電波異常警報動作 


電波異常警報音: 


警報停止ボタン 


作動灯(赤)点滅 
(約8巧おき） 


绝 I 


親器か5「ピツピツ、電波が届さません。」 
(音声)を3回繰り返した後、約40秒おき 
に r ピツピツ」（警報音）が鳴る。 

子器か5は r ピツピツ、電波が受信できま 
せん。」（音青)を3回繰り返したを、約40 
秒おさに「ピッピッ」（警報音)び鳴る。 
(^ソ上の音声と警報音の鳴動を約1時間、 
、ごとに繰り返す。 



作動む(ホ)点滅 
(約8秒おき） 


_ •親器に異常があった場合は、ずべての感知器で電波異 
* 常警報しまず。 

♦子器に異常があった場合は、その子器と親器で電放異 
常警報しまず。 

♦移ま目接点は出力しません。 


電波異常警報動作をした6 


♦家電商品や OA 機器の電波(ノイズ)の影響を受けている場合があ 
りまずので、それらの機器を移動させてくだをい。 

それでち鳴り止まない場合は、施工店または点検契約店に連結し 
てぐださい。 


電波異甫警報音を停止ずるには 


•警報停止ポタンを押ずと、親器の場合は r ピッピッ、電波が届さ 
ません。」、子器の場台は r ピッピッ、電波び受信でさません。」び 
3回鳴り、そのを約1目時間電放異常警報音が停止しまず。 

※作動灯(赤)は約8秒おきに点滅し続けます。 

※電波異常警報音停止中に警報停止ボタンを巧した場合は、電波異 
常警報音び鳴り、操作後から再度、約1目時間電波異常警報音び 
停止します。 


—►表面につづく 
































































































































































































































